
R８ 魚津市のコミュニティ・スクール⑤

5/2２(金)に第１回学校運営協議
会が開催されました。会長に本元
委員(道下地域振興会　会長)、副
会長に東城委員(道下地区民生児
童委員協議会　会長)が選出され
ました。

　校長の米澤委員から、学校要覧や
学校だよりを基に、学校運営方針の
説明がありました。その中で、「地域
とともにある学校づくり」について、
コミュニティ・スクールの仕組みを活
用し、地域のよさや特色を生かした
取組を推進したい、また、地域と連
携・協働することのよさを、児童や
教職員が感じられるような機会を
積み重ねていきたいとの話があり
ました。

道下小学校

　協議の中で、「自己有用感」の醸成
が重要であるとの話題になりました。

その中で、

・異学年交流として「縦割り班遠足」
が定着して大きな成果を上げている
と認識している。

・縦割り班遠足以外でも「異学年交
流」を意識した活動のさらなる充実
を期待する。お世話「する」「される」
体験の中で、有用感や憧れを実感す
ることができる。

・運動会の競技に取り入れてもいい
し、全校的な活動でなくても、1年生
と6年生のように学年を限定した活
動も工夫できるのではないか。

など、将来の財産となる「自己有用
感」について活発な意見交換があり
ました。

第１回学校運営協議会

　道下のサークル活動は、多種多
様な活動があり、学校では学べ
ない貴重な活動であるとの共通
認識のもと、今年はのべ４０名の
参加との報告がありました。

　協議では、地域活動でのスマホ
等の所持・利用や道下将棋サー
クル出身の服部慎一郎七段のこ
とも話題となりました。
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